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市制施行60周年事業等に関する市民アンケート結果について1

まちづくりへの市民意見反映に向けたアンケート調査及び意見募集
の実施について
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市制施行60周年事業等に関する市民アンケート結果について



⒈アンケートの概要

➢ 実施期間：令和６年８月26日～10月20日
➢ 対象 ： 全市民
➢ 方法 ： Web（LoGoフォームによる）
➢ 回答者数：928名

（2024.10.1住基人口（15歳以上）271,144人の約0.3％）

➢ 主な結果
⑴ 属性
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⑵記念事業について
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⑶市歌について

POINT！
市歌・市民憲章とも印象は良い。
「見直した方が良い」とする割合はどちらも２割に満たず少数であり、
早急な見直しのニーズは低い状況。

30

16

54

0 10 20 30 40 50 60

どちらでも良い

見直した方が良い

見直す必要なし

✔見直し

⑷市民憲章について

21

6

38

35

0 5 10 15 20 25 30 35 40

興味なし

良くない・やや良くない

普通

良い・おおむね良い

✔印象

41

13

46

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

どちらでも良い

見直した方が良い

見直す必要なし

✔見直し

15

7

36

42

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

興味なし

良くない・やや良くない

普通

良い・おおむね良い

✔印象

⒉アンケート結果

4



※ユーザーローカルAIテキストマイニングによる分析（ https://textmining.userlocal.jp/ ）
自由記述欄での登場回数の多い語が大きく表示されています（⑹は回答数が多いため名詞のみ記載）。

⒉アンケート結果

⑸周年事業で希望する取組みについて ⑹合併後からこれまでの「いわき」に感じることについて

・「市民」を主役に「若者」が魅力を感じるイベント
・本市の魅力の一つである「いわきFC」、「フラガール」、
「工場（夜景）」に絡めたイベント実施
などのご意見をいただきました。

・市民の声の反映
・（主にいわき駅前）昔のような活気を取り戻してほしい
・若者も魅力を感じる施設をつくってほしい
・地域差がなくなってきていわきの一体感が出てきている
・地区ごとの良さもある などのご意見をいただきました。

（自由意見を見える化）
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市出身著名人
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（参考）まちづくり団体によるアンケートも実施（９団体から回答）

⒉アンケート結果

✔市が実施する望ましいと思われる事業（自由記載）

➢市民（地域づくり）団体が実施する事業への助成

➢長期的視点でのまちづくりのスタートやチャレンジとなるような事業へ

の助成

➢ロゴマークなど60周年をイメージ出来るもので盛り上げ

➢アリオスで60周年を記念し有名人を迎えての講演会、協定都市等の郷土

芸能など(カウアイ島も含め)

➢合併前の市町村の伝統芸能、祭り、イベント等の開催 など
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⒊アンケート結果を受けた事業の方向性（案）

アンケート結果を受け、来る令和８年は60周年をみんなで祝し

市民の皆様が主役となる事業、

いわきの魅力を再認識できる事業、

低コストでも記憶に残る事業

をコンセプトにさらに検討

令和８年、市制施行60周年に向け、
引き続き、皆様のご協力をよろしくお願いします。
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まちづくりへの市民意見反映に向けたアンケート調査及び意見募集
の実施について
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新たな市民意見聴取に関する政策形成サイクル上の事業位置付けイメージ

・いわき版骨太の方針

⇒ 予算編成

・事業実施

C【評価・測定】

・事業構築

・政策調整

P【計画】 D【実施】

・事業評価（レビュー）/決算

・しあわせ調査

・PoliPoli Gov

A【見直し・改善】

D

A C

P

市民のウェルビーイング（幸福度）をアンケート調査

オンライン上のプラットフォームで意見を聴取

多様な市民意見等を反映したまちづくりを目指し、現在の政策形成サイクル（PDCAサイクル）のうち「政策効果の評価・測定

（Check）」に市民意見をより反映させ、「政策の見直し・改善（Action）」に活用するための、新たな取組みとして市民

意見の聴取（しあわせ調査、PoliPoliGov）を実施
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しあわせ調査（デジタル庁のウェルビーイング指標を活用した調査）

概 要
市民の「暮らしやすさ」と「幸福感」に関する選択式アンケート（50問）を実施

（デジタル庁が提唱する地域幸福度（Well-Being）指標を活用）

期 間 令和６年12月27日（金）～令和７年１月26日（日）

回答方法 Logoフォームを活用したweb回答（別添チラシのQRコードより）

特 徴
地域幸福度（Well-Being）指標とは、デジタル田園都市国家構想の実現に向け、
デジタル庁が開発・導入したものであり、客観指標と主観指標のデータを活用し、
市民の「暮らしやすさ」と「幸福感（Wellbeing）」を指標で数値化・可視化したもの。
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デジタル庁のダッシュボードを活用し、カテゴリー別に幸福度を数値化・可視化

しあわせ調査（デジタル庁のウェルビーイング指標を活用した調査）

アンケートにより主観データを調査・把握 分析後のイメージ
調査・把握

デジタル庁がオープンデータを基に整理した、暮らしやすさを測る「客観データ」と今回調査・把握した

「主観データ」を比較・分析し、各分野ごとの本市の強みや弱みを把握して政策立案の基礎とする

分析
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PoliPoli Gov（政策共創プラットフォーム）

概 要

多様な世代・職種・立場の市民が、時間や場所に縛られず自由に意見やアイデアを提案でき

る新たな場「PoliPoli Gov」を活用し、「暮らしやすいまちに、あなたが必要と感じること」

に対する意見等を募集

期 間 令和６年12月27日（金）～令和７年２月７日（金）

意見方法 PoliPoliGovの専用webページからオンライン投稿（別添チラシのQRコードより）

特 徴

① デジタル上で意見募集することにより、「時間に捉われず継続的な対話や議論が可能」

② 匿名での発言も可能であるため、対面リアルの会議体等では困難な「立場に捉われずに発言が可能」

③ いいね👍や返信機能を活用した「デジタル対話が可能（意見の深堀が可能）」

④ デジタル庁、こども家庭庁、経済産業省、東京都、群馬県、横浜市など、「多数の国・自治体で実績あり」
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PoliPoli Gov webサイトイメージ

PoliPoli Gov（政策共創プラットフォーム）

 ユーザー登録不要

 システム構築不要

 不適切なコメント除外機能

 分かりやすい操作性

 コメント分析・レポート

 返信（対話）機能

 共感（いいね👍）機能あり

投稿するテーマをクリック

SAMPLE

意見・アイデア投稿画面サンプル サービス特徴

投稿された意見やアイデアに対し、「対話」を行いながら活性化・深掘りを行い、

最終的には関係部署へ共有することで、今後の政策立案の参考とする

意見・アイデアの類型化
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